
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートを積載する給紙トレイと、この給紙トレイ上のシートに当接してシートを繰り出
すための昇降自在な繰り出し手段と、前記繰り出し手段で繰り出されたシートを１枚に分
離して給紙する給紙手段と、を備えたシート給紙装置において、
　前記給紙トレイの給紙口に配置され、前記給紙トレイ上に載置されるシートの先端を規
制する第１の位置と前記繰り出し手段にて繰り出されるシートの先端によって移動される
第２の位置と前記第１の位置と前記第２の位置の間の第３の位置とに変位するストッパー
手段と、前記繰り出し手段の下降に連動して、前記ストッパー手段を前記第１の位置から
前記第３の位置に移動させるとともに給紙方向下流側に所定量傾ける回動手段と、を設け
、
　前記ストッパー手段は、前記回動手段によって前記第１の位置から前記第３の位置に移
動し、前記繰り出し手段にて繰り出されたシートの先端によって前記第３の位置から前記
第２の位置に移動することを特徴とするシート給紙装置。
【請求項２】
　シートを案内する給紙路を開閉するように回動可能に支持された外装カバーの回動動作
に連動して前記繰り出し手段が自重で下降することを特徴と請求項１に記載のシート給紙
装置。
【請求項３】
　前記繰り出し手段の下降により前記ストッパー手段によるシート先端の規制を解除する
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解除手段と、を備えたことを特徴とする シート給紙装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、給紙トレイ上に積載されたシートを給紙するシート給紙装置に関する。詳しく
は、給紙トレイ上に載置されるシートの先端を規制する規制部材の昇降機構に係るもので
ある。
【０００２】
【従来技術】
従来、自動原稿送り装置や複写機、プリンタ等の給紙トレイに積載された原稿、またはコ
ピー紙等のシートを給紙する給紙装置においては、給紙トレイ内にストッパ部材部材を突
出させた状態でシートを載置し、昇降自在な繰り出しローラを下降させてシートに当接さ
せると同時にストッパ部材を給紙口内から待避させ、繰り出しローラの回転によりシート
を繰り出し、この繰り出されたシートを給紙ローラと分離部材からなる分離手段により１
枚に分離して給紙している。
【０００３】
このような給紙装置のストッパ部材は、繰り出しローラの昇降と連動して給紙口内に出没
する構造のものが一般的に知られており、繰り出しローラが上昇位置にあって給紙トレイ
上にシートを載置される際には、給紙口内に突出してシートの先端を規制してシートが装
置内に進入することを防止しており、繰り出しローラが下降位置にあってシートが装置内
に繰り出される際には、給紙口から待避してシートが装置内に進入することを可能にする
ように構成されている。
【０００４】
【発明の解決する課題】
しかし、上記のような給紙装置では装置内でシートにジャム等が生じた場合、ジャムした
シートが装置内から取り除かれジャム処理が完了すると、繰り出しローラはシートを再セ
ット可能にするために上昇するように制御され、繰り出しローラの上昇に連動してストッ
パ部材も給紙口内に突出する。このとき、ジャムシートでない給紙口のシートが取り除か
れずに給紙トレイ上に載置された状態のであった場合、突出したストッパ部材の先端がシ
ートに衝突し、シートに損傷を与えるとの問題が生じる。特に、このシートが薄紙であっ
た場合は、シートが破れてしまうことととなる。
【０００５】
本発明は、給紙トレイ上にシートがある状態でストッパ部材を給紙口内に突出してもシー
トを損傷することがないシート給紙装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明は、シートを積載する給紙トレイと、この給紙トレイ
上のシートに当接してシートを繰り出すための昇降自在な繰り出し手段と、繰り出し手段
で繰り出されたシートを１枚に分離して給紙する給紙手段と、を備えたシート給紙装置に
おいて、給紙トレイの給紙口に配置され、給紙トレイ上に載置されるシートの先端を規制
する第１の位置と繰り出し手段にて繰り出されるシートの先端によって移動される第２の
位置と第１の位置と第２の位置の間の第３の位置とに変位するストッパー手段と、繰り出
し手段の下降に連動して、ストッパー手段を第１の位置から第３の位置に移動させるとと
もに給紙方向下流側に所定量傾ける回動手段と、を設け、ストッパー手段は、回動手段に
よって第１の位置から第３の位置に移動し、繰り出し手段にて繰り出されたシートの先端
によって第３の位置から第２の位置に移動するように構成した。
【０００８】
【発明の実施の形態】
図１は実施の形態を一例として本発明を適用した自動原稿送り装置であり、図２はその自
動原稿送り装置の主要部を示す図である。
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【０００９】
図１において、１０は画像読取装置本体１に搭載された自動原稿送り装置であり、自動原
稿送り装置１０は装置本体１のコンタクトガラス２上面を通過するように原稿を搬送する
ようになっている。装置本体１は、コンタクトガラス２を介してランプ等の光源３からの
光を搬送される原稿に照射し、その反射光をミラー４で反射させてＣＣＤなどの読取手段
により光電変換した原稿画像を読み取る。すなわち、コンタクトガラス２上面が装置本体
１の読取部を構成している。なお、装置本体１は原稿を載置可能な面積のコンタクトガラ
ス５も備えており、自動原稿送り装置１０を開閉してコンタクトガラス５上面に載置され
た原稿を光源３やミラー４などからなる光源ユニットを副走査方向に移動させることによ
ってコンタクトガラス５を介して原稿の画像を読み取ることもできるようになっている。
【００１０】
自動原稿送り装置１０は、複数枚の原稿を載置可能な給紙トレイ１５と、給紙トレイ１５
上の原稿を１枚づつ分離してコンタクトガラス２に向けて給送する給送部（給送手段）１
１と、原稿をコンタクトガラス２上面に沿って通過させる搬送部１２と、コンタクトガラ
ス２上面を通過した原稿を受け取って排出する排出部１３と、この排出部１３から排出さ
れる画像を読み取られた原稿を収納する排紙トレイ１６と、を備えている。さらに、この
自動原稿送り装置１０は、コンタクトガラス２上面から排出される原稿の排出部１３でス
イッチバックさせ、再び給送部１１に送り込みコンタクトガラス２上面に給送させるスイ
ッチバック部１４と、を具備している。ここで、原稿トレイ１５は、ある程度の角度で傾
斜して、排紙トレイ１６の上方に空間を確保して配置されている。
【００１１】
給紙トレイ１５に載置された原稿は、その側部を規制するサイドガイド１７で規制され、
ストッパ部材６０に先端を規制されるようになっている。また、給紙トレイ１５は、載置
された原稿の先端側の１５ａを支点として、回動自在に取り付けられている。
【００１２】
給紙部１１は、下降して給紙トレイ１５上の原稿の最上面に接し、原稿を繰り出す昇降自
在な繰り出しローラ１８、繰り出しローラ１８で繰り出された原稿を給紙する給紙ローラ
１９と最上位原稿を１枚のみを通過して２枚目以降の原稿の給紙を阻止する分離パット２
０で構成された分離手段、この分離手段で１枚に分離された原稿の先端を突き当てて整合
した後に下流側に送るレジストローラ対２１で構成され、給紙路２５に沿って原稿を給紙
する。
【００１３】
給紙路２５は、図７に示すように上ガイド板２５ａおよび下ガイド２５ｂが対向して形成
されており、上ガイド板２５ａは回動支点１０ｃに回動可能に支持された外装カバー１０
ａに固設されて一体に反時計廻りに回動されることにより開閉することができるようにな
っている。なお、外装カバー１０ａには繰り出しローラ１８や給紙ローラ１９、レジスト
ローラ対２１の従動ローラ２１ｂ、ストッパ部材６０が配設されて一体に回動するように
なっている。これにより、原稿トレイ１５の給紙口からコンタクトガラス２の手前までの
給紙路２５の全てが連続して露出するように開放され、容易にジャム原稿を取り除くがで
きる構成となっている。
【００１４】
ここで、ストッパ部材６０は、図２、図３に示すように繰り出しローラ１８と給紙ローラ
１９との間に配置され、給紙ローラ１９の両側のそれぞれに設けられている。これらのス
トッパ手段は、外装カバー１０ａに回動自在に取り付けられており、繰り出し手段１８の
昇降動作に連動して給紙トレイ１５に載置される原稿の先端を規制する位置と給紙方向上
流側に所定量回動した位置とに移動するように構成されている。また、回動移動した位置
から繰り出しローラ１８により繰り出される原稿の先端により押し上げられて給紙路２５
の給紙口から待避する位置に回動されるように構成されている。
【００１５】
このストッパ部材６０の昇降動作を図４に基づき説明すると、ます、図４（ａ）は原稿を
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給紙トレイ１５上に載置した状態を示す図であり、このとき繰り出しローラは上昇位置に
あり、ストッパ部材６０は給紙口を塞ぐ位置（第１の位置）にあって、繰り出しローラの
軸に自由に回転可能に取り付けられた規制部材６１により給紙方向への回動を規制されて
いる。この状態で、給紙路２５の給紙口に原稿を進入させると、原稿の先端はストッパ部
材６０の一端部に突き当たって、それ以上の進入が妨げられ、給紙トレイ１５上の適正な
位置に載置される。
【００１６】
その後、画像読取装置１からの原稿給紙指令により、繰り出しローラ１８が下降するとス
トッパ部材６０に当接して規制する規制部材６１が給紙路２５の給紙口の上側ガイドに設
けられた解除部材６３と当接して上方に回動し、これにより規制部材６１はストッパ部材
６０から離間して給紙方向への規制が解除される（図４（ｂ））。
【００１７】
繰り出しローラ１８が所定量下降すると昇降アーム１８ａに設けられた回動部材６２にス
トッパ部材６０の他端部が当接してストッパ部材６０を所定量回動させて給紙方向に傾け
ることとなる（図４（ｃ））。このとき、ストッパ部材６０は自重により垂下されている
が、回動部材６２により所定量回動して傾いた位置（第３の位置）で給紙方向上流側への
回動を規制されているんで、傾いた位置に保持された状態となる。
【００１８】
そして、繰り出しローラ１８が給紙トレイ１５上の最上位原稿に当接すると、繰り出しロ
ーラ１８の回転により原稿が分離手段に向けて繰り出され、この繰り出される原稿の先端
によってストッパ部材６０は原稿を通過させる位置（第２の位置）まで押し上げられて原
稿がストッパ部材６０位置を越えて分離手段に送られる（図４（ｄ））。このとき、スト
ッパ部材６０の先端は繰り出される原稿の上面に自重により接触している。
【００１９】
このように、原稿を繰り出す際に、ストッパ部材６０を予め所定量回動して傾けたので、
原稿がストッパ部材６０に衝突した際のダメージを低減でき、さらに繰り出される原稿が
薄紙等のコシの弱い原稿であってもその先端で容易にストッパ部材６０を回動することが
できる。
【００２０】
さらに、上記のストッパ部材６０の昇降構成によれば、給紙トレイ１５上に積載される原
稿の枚数が少なければ繰り出しローラ１８が下降する量が大きくなり、ストッパ部材６０
の傾き（回動量）も大きくなるので、少ない枚数の原稿でも容易にストッパ部材６０を押
し上げることができる。
【００２１】
また、原稿が給紙ローラ１８と分離パット２０の分離点に案内される際に給紙ローラ１８
の両側でストッパ部材がその自重によって原稿を下方に押さえているため、原稿の先端が
円滑に分離点に案内され良好な分離性能が得ることができる。
【００２２】
次に、給紙路２５内でジャム等が生じた場合に外装カバー１０ａを回動して給紙路２５を
露出せしめた際のストッパの昇降動作を図７に基き説明すると、後述するように外装カバ
ー１０ａを回動すると、繰り出しローラ１８を昇降させる駆動伝達系のギヤ間の歯合が解
除（離間）され、昇降アーム１８ａは保持力がなくなるため、繰り出しローラ１８は自重
で下降することとなる。この際、ストッパ部材６０は繰り出しローラが下降しているため
、回動部材６２により所定量回動した位置に保持されている。
【００２３】
これにより、給紙トレイ１５上に原稿がある状態で外装カバー１０ａを閉鎖しても、スト
ッパ部材６０は原稿面に対して傾いた位置にあるので、原稿に損傷を与えることなく、原
稿面に当接してスムーズに待避位置に移動することができる。
【００２４】
なお、上記の解除部材６３は上側ガイドと一体に形成して解除部材を回動するようにして
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もよく、また回動部材６２を昇降アーム１８ａと一体に形成してよい。
【００２５】
搬送部１２は、コンタクトガラス２の上流側にコンタクトガラス２に原稿を供給する一対
の搬送ローラ２２、下流側にコンタクトガラス２から原稿を排出する一対の搬送ローラ２
３を備えており、原稿は本体１側のコンタクトガラス２及びすくい上げガイド６と自動原
稿送り装置１０側のバックアップガイド２６ａで形成された搬送路２６に沿って搬送され
る。
【００２６】
排紙部１３とスイッチバック部１４は排紙トレイ１６側の一部を共有しており、原稿を排
紙トレイ１６に排紙する排紙ローラ対２４が設けられている。この排紙ローラ対２４は、
後述するが両面モードの際に原稿の後端側をニップした状態で逆回転して原稿をスイッチ
バックして給紙部１３に送るように制御され、さらに排紙ローラ対２４はスイッチバック
部１４から給紙部１３及び搬送部１４を介して循環される原稿の先後端がすれ違う際に支
障なく搬送できるように排紙駆動ローラ２４ａから排紙従動ローラ２４ｂが離間するよう
に構成されている。また、排紙部１３とスイッチバック部１４の共有部には、原稿を給紙
部１３に案内するフラッパ２９が設けられている。このフラッパ２９は、常時付勢バネ（
図示せず）で下方に付勢されており、原稿が排紙路２７に沿って排紙ローラ対２４に送ら
れる際には、排紙される原稿の先端により上方に押し上がり原稿の通過を許容し、排紙ロ
ーラ対２４にて原稿をスイッチバックする際には下方に位置して排紙路２７を塞ぎ、スイ
ッチバック路２８に原稿を案内するように構成されている。
【００２７】
排紙路２７は、コンタクトガラス２に対向して設けられたバックアップガイド２６ａを延
設した排紙上ガイド２７ａと、排紙トレイ１６と一体に樹脂形成された排紙下ガイド２７
ｂで形成され、スイッチバック路２８は、フラッパ２９の原稿案内面に連続して設けられ
たスイッチバック下ガイド２８ｂとスイッチバック上ガイド２８ａとで原稿をレジストロ
ーラ対２１のニップ点に案内するように形成されている。つまり、スイッチバック路２８
と給紙路２５とはレジストローラ対２１のニップ点で合流するように構成されており、こ
の合流位置にはレジストローラ対２１のニップ点に原稿を誘込むマイラ２８ｃが延設され
ている。
【００２８】
次に、各ローラの駆動構成について図５、図６に基づき説明する。なお、自動原稿送り装
置１０は、正逆転自在な給紙モータＭ１と搬送モータＭ２で各ローラを駆動するように構
成されており、図５は給紙モータＭ１の駆動伝達系を示すものであり、図６は搬送モータ
Ｍ２の駆動伝達系を示すものである。
【００２９】
まず、給紙モータＭ１の駆動伝達系は、図５で示すように給紙モータＭ１の正転駆動はプ
ーリＰ１６からプーリＰ３６にタイミングベルトＴ１６を介して伝達され、プーリＰ３６
の駆動はギヤＺ１７、ギヤＺ１９、給紙ローラ１９の駆動軸に取り付けられたギヤＺ１８
の順に伝達されて、給紙ローラ１９が原稿を給紙する方向に回転する。給紙ローラ１９の
駆動軸には、プ－リＰ１８が設けられており、繰り出しローラ１８の軸に設けられたプー
リＰ１１との間に張架したタイミングベルトＴ２を介して繰り出しローラ１８にも駆動が
伝達される。また、給紙ローラ１９の駆動軸には、繰り出しローラ１８を支持する昇降ア
ーム１８ａの一端側が取り付けられており、この駆動軸の給紙方向の回転（給紙モータＭ
１の正転駆動）により昇降アーム１８ａが回動して繰り出しローラ１８が下降し、繰り出
しローラが原稿に接触すると、バネクラッチＡ、バネクラッチＢの作用により昇降アーム
１８ａに対して給紙ローラ１９の駆動軸は空転するように構成している。このとき、レジ
スト駆動ローラ２１ａは、その駆動軸に設けられたプーリＰ２８と、プ－リＰ３６と同軸
に設けられたプーリＰ２２に張架したタイミングベルトＴ３により連結されているが、プ
ーリＰ２８内に設けられたワンウエイクラッチＯＷ２の作用で回転しない。
【００３０】
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給紙モータＭ１の逆転駆動は、プーリＰ１６からプーリＰ３６にタイミングベルトＴ１を
介して伝達され、プーリＰ３６と同軸に設けられたプーリ２２からタイミングベルトＴ３
を介してレジスト駆動ローラ２１ａの軸に取り付けられたプーリＰ２８に伝達され、レジ
スト駆動ローラ２１ａを給紙方向に回転させる。このとき、給紙ローラ１９の駆動軸にも
給紙モータＭ１の逆転駆動が伝達され、昇降アーム１８ａを反時計回りに回動させること
により繰り出しローラを上昇させるが、給紙ローラ１９はその内部に設けられたワンウエ
イクラッチＷＯ１の作用で回転しない。上昇された昇降アームは規制部材（図示せず）に
当接し、バネクラッチＣの作用により昇降アーム１８ａに対して給紙ローラ１９の駆動軸
は空転するように構成している。
【００３１】
このような構成において、給紙ローラ１９の駆動軸に取り付けられたギアＺ１８は、繰り
出しローラ１８、給紙ローラ１９とともに、外装カバー１０ａに配設されて一体に回動す
るようになっており、図７に示すように外装カバー１０ａが回動して給紙路２５を開放す
ることによりギヤＺ１９から離間し、閉鎖することによりギヤＺ１９と歯合するようにな
っている。
【００３２】
搬送モータＭ２の駆動伝達系は図６に示すように、搬送モータＭ２の駆動軸に設けられた
プーリＰ２６からタイミングベルトＴ４を介してプーリＰ４６に駆動を伝達し、プーリＰ
４６の同軸に設けられたプ－リＰ３３からタイミングベルトＴ６を介して搬送駆動ローラ
２３ａの軸に取り付けられたプーリＰ３２に駆動が伝達されて搬送排出駆動ローラ２３ａ
が正回転または逆回転される。さらに、プーリＰ３２に伝達された駆動は、タイミングベ
ルトＴ７を介して搬送駆動ローラ２２ａの軸に取り付けられたプーリＰ３１に駆動が伝達
されて搬送駆動ローラ２２ａが正回転または逆回転されるように構成されている。また、
タイミングベルトＴ４を介してプーリＰ４６に伝達された搬送モータＭ２の駆動は、プー
リＰ４６の同軸に設けられたプ－リＰ４２からタイミングベルトＴ５を介して排紙駆動ロ
ーラ２４ａの軸に取り付けられたプーリＰ４８に駆動が伝達されて排紙駆動ローラ２４ａ
が正回転または逆回転される。
【００３３】
原稿トレイ１５には、原稿給紙方向に複数のセンサＳ１，Ｓ２，Ｓ３が設けられており、
この複数のセンサＳ１，Ｓ２，Ｓ３のＯＮ－ＯＦＦ状態により原稿トレイ上に載置された
原稿の長さが検出される。また、給紙トレイ１５上に載置された原稿の幅方向をサイドガ
イド１７の移動量によって出力が変化するボリューム（図示せず）から検出し、この原稿
幅の検出結果と複数のセンサＳ１，Ｓ２，Ｓ３によって検出される原稿長さに基づき原稿
サイズを判断する。
【００３４】
また、原稿を案内する経路中には、給紙トレイ１５上に原稿が載置されたことを検出する
エンプティセンサＳ４、給紙路２５を給紙される原稿の端部を検出するレジストセンサＳ
５、コンタクトガラス２の手前に設けられ原稿の端部を検出するリードセンサＳ６、コン
タクトガラス２から排出される原稿の端部を検出する排出センサＳ７がそれぞれ設けられ
ている。
【００３５】
これらの各センサＳ１～Ｓ７は、装置全体の駆動を制御するＣＰＵに接続されており、各
センサからの検知信号に基づいて、上述した各モータＭ１、Ｍ２が駆動される。
【００３６】
上記構成からなる自動原稿送り装置の原稿搬送制御動作を具体的に説明する。
【００３７】
まず、原稿の片面を読み取る片面モードについて説明すると、エンプティセンサＳ４がＯ
Ｎ状態、すなわち給紙トレイ１５上に原稿が載置されたことが検知されると給紙モータＭ
１が正転駆動され、原稿が給紙される。このとき、繰り出しローラ１８と給紙ローラ１９
は、原稿送り方向に回転されるが、レジストローラ対２１はワンウエイクラッチＷＯ２の
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作用によって回転しない。そして、レジストセンサＳ５が給送された原稿の先端を検知す
ると、その検知から所定時間後に給紙モータＭ１は一旦停止される。給紙モータＭ１が停
止したとき、原稿の先端はレジストローラ対２１のニップ部に当て付けられてたわみが形
成され、原稿の先端が整合されスキューが除去される。そして、この一旦停止後、給紙モ
ータＭ１は逆転駆動されると共に、搬送モータＭ２が駆動される。このとき、繰り出しロ
ーラ１８は原稿から離間する位置に上昇し、給紙ローラ１９は、ワンウエイクラッチＷＯ
１の作用によって駆動が断たれ、レジストローラ対２１のレジスト駆動ローラ２１ａは原
稿送り方向に回転される。
【００３８】
上記モータＭ１，Ｍ２の回転駆動により、原稿は給紙路２５から搬送路２６に搬送され、
リードセンサＳ６が原稿Ｄ１の先端の通過を検知した後、所定時間経過して給紙モータＭ
１は停止され、搬送モータＭ２は一時的に停止される。そして、画像読取装置本体１から
の読取搬送信号を受けると搬送モータＭ２が再駆動される。原稿の表面（片面）は読取手
段によって副走査され、読み取られる。このとき、原稿は、その先端で排紙路２７を塞ぐ
ように配置されたフラッパ２９の先端を押し上げて排紙トレイ１６上に搬送される。
【００３９】
次に、原稿の両面を読み取る両面モードについて説明する。
【００４０】
給紙トレイ１５上に原稿が載置されたことがエンプティセンサＳ４で検知されると原稿は
片面モードと同様に繰り出しローラ１８、給紙ローラ１９、レジストローラ対２１により
、コンタクトガラス２上に送られて読取手段によって表面が読み取られて排紙路２７に案
内される。
【００４１】
排紙路２７に案内された原稿は、その先端で排紙路２７を塞ぐように配置されたフラッパ
２９の先端を押し上げて排紙トレイ１６側に搬送され、排紙センサＳ７が原稿の後端を検
知してから原稿の後端がフラッパ２９の位置を通過するのに要する時間が経過すると搬送
モータＭ２の駆動が停止され、原稿はその後端側が排紙ローラ対２４にニップされて停止
する。
【００４２】
その後、搬送モータＭ２は逆転駆動される。これにより、排紙駆動ローラ２４ａは逆回転
し、原稿Ｄ１はスイッチバックされ、原稿の通過に伴って排紙路２７を塞ぐ位置に移動し
たフラッパ２９の原稿案内面に沿ってスイッチバック路２８を案内される。逆転駆動され
る搬送モータＭ２は、スイッチバック路２８に案内される原稿の先端がレジストセンサＳ
５で検知された後に、レジストローラ対２１のニップ部でたわみが形成されて、スキュー
を除去して、所定時間経過後に停止される。
【００４３】
そして、原稿を再給紙するために給紙モータＭ２を逆転駆動する。給紙モータＭ２の逆転
駆動によりレジスト駆動ローラ２１ａが給紙方向に回転し、レジストローラ対２１に原稿
の先端が確実にニップする時間経過後に、搬送モータＭ２を正転駆動する。
【００４４】
原稿は給紙路２５に沿って反転されて給紙され、その先端がリードセンサＳ６によって検
知されると、搬送モータＭ２は所定時間後に停止するとともに給紙モータＭ１を停止する
。その後、画像読取装置本体１からの読取搬送信号により搬送モータＭ２が再駆動され、
原稿の裏面が読取手段によって副走査されて読み取られる。
【００４５】
その後、排紙センサＳ７が原稿の後端を検知してから所定時間が経過すると搬送モータＭ
２の駆動が停止し、原稿はその後端側が排紙ローラ対２４にニップされて停止する。
【００４６】
そして、原稿は排紙トレイ１６に頁順を揃えて排紙するために、搬送モータＭ２を逆転駆
動し、スイッチバック路２８にてレジストローラ対２１のニップ部に原稿の先端を突き当
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ててスキューを除去し、給紙モータＭ１の逆転駆動により給紙路２５に沿って反転されて
送り、リードセンサＳ６の原稿の先端検出により給紙モータＭ１の駆動を停止する。
【００４７】
そして、原稿はコンタクトガラス２上に搬送されることになるが、ここでは原稿の読取走
査しないため、コンタクトガラス２の手前で停止することなく、排紙路２７に搬送されて
排紙トレイ１６に排紙される。
【００４８】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る画像読取装置に搭載された自動原稿送り装置の断面図である。
【図２】図１に示す自動原稿送り装置の拡大断面図である。
【図３】本発明のストッパ部材の昇降構造を示す斜視図である。
【図４】ストッパ部材の昇降動作を示す説明図である。
【図５】図１に示す自動原稿送り装置の駆動図である。
【図６】図１に示す自動原稿送り装置の駆動図である。
【図７】外装カバーの開閉時のストッパ部材の動作を示す説明図である。
【符号の説明】
１０　自動原稿送り装置
１０ａ　外装カバー
１１　給送部
１５　給紙トレイ
１８　繰り出しローラ
１８ａ　昇降アーム
１９　給紙ローラ
２０　分離パット
２５　給紙路
６０　ストッパ部材
６１　規制部材
６２　回動部材
６３　会場部材
Ｚ１７、Ｚ１８、Ｚ１９　駆動ギア
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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